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著者 佐藤弘 他 

 

調査地域 福岡県 

 

調査時期 1997～2002年 

 

調査対象 保育園（0～6歳） 

 

依頼数 15339人（保護者） 

有効回答数 15222人 

有効回答率 99.2％ 

 

診断方法 自己申告（医師診断） 

 

有症率 食物アレルギー  5.3％ 

 アナフィラキシー 0.37％ 

 

年齢別有症率  0歳：6.3％ 

 1歳：7.6％ 

 2歳：6.0％ 

 3歳：5.2％ 

 4歳：4.1％ 

 5歳：4.0％ 

 

 

調査概要 北九州市内の全保育園とその児を対象に食物アレルギー疾患の実態を調査 

  した論文。園でも自宅と同様に食事制限している児は約 7割であった。 

  医師による食事制限指示は約 8割、具体的な指導は約 7割であった。 

 


